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１ はじめに（主題設定の理由） 

本校は各学年普通科１クラスであり、全校生徒が 78 名の瀬戸内海の離島にある小規

模校である。本校の現２、３年生は１年次に「社会と情報」を履修し、３年生は１年

次に今回活用している Life is Tech が作成したウェブ教材（以下、ウェブ教材）で

HTML を学んだ。その教材は生徒が自主的に学習できるように工夫がなされている。し

かしながら、小規模な学校であるため、情報の授業は兼務となることが多く、専門的

な内容を安定的に提供し続けることと、教員の負担を軽減させながら教育効果を最大

化する方法を模索する必要があった。ウェブ教材と教科書を組み合わせたハイブリッ

ト型の授業を実践することで、それらの解決の糸口につながると考え、この主題を設

定した。また、本年度より本校では ICT 支援員を一人採用している。 

 

２ 概要 

  ウェブ教材は、HTML や CSS を、実際の Web ページ編集を行いながら自分のペースで

学習できるものである。一昨年度に使用したときよりもさらにバージョンアップして

おり、実際の Web ページ（学校 HP など）を利用しながら、HTML の書き換えを学ぶこと

ができるようになっている。そのため、学んだ内容がすぐに実生活で活かすことがで

きる。また、ウェブ教材は、情報Ⅰのすべての分野の教材が用意されているため、そ

れらを活用しながら授業を行っている。本研究ではウェブ教材を用いた授業実践を紹

介する。 

 

３ 授業の進め方と ICT 支援委員との連携 

(1) 予習 

   教科書とウェブ教材の対応を確認し、授業で扱う内容のレッスンに取り組む。 

図１ 教科書とウェブ教材の対応表 



(2) 授業 

 ア ウェブ教材のスライド資料を用いて授業の導入を行う。 

 

 

 

  イ レッスンに取り組む。（教員、ICT 支援員は机間指導をする。） 

 

 

  ウ レッスンが終了したら、レッスンの内容が理解できているか確認するため、ワー

クに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ウェブ教材のスライド資料 

図３ ウェブ教材のレッスン画面 

図４ レッスンごとに 10 問のワークがある  



  エ 授業のまとめを、スライド資料を用いて行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 進捗確認 

   レッスンやワークの進捗は管理画面で確認することができるため、生徒への声掛け

ももれなく行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) ICT 支援員との連携 

   ICT 支援員とはスプレッドシートで授業の進捗を共有し、同じ目線で授業を行うこ

とができている。授業の打ち合わせは授業日の朝５分程度で行っている。 

 

 

４ 授業評価アンケートの結果（９月実施） 

  「ライフイズテックレッスンの授業の後にペアで話し合ってクイズを解くのがわかり

やすく覚えやすかったです。」「自分のサイトを作る実技授業は面白かった。もっと

増やしてほしい。」といったウェブ教材に対する肯定的な意見が多かった。また、生

徒によっては日常生活において Web ページの編集に取り組む生徒が出てくるなど、興

味・関心を持たせる面でも、知識・技能を身に付ける面でも十分な効果が示された。 

 

図５ スライド資料で振り返り 
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図６ 進捗管理画面 



５ おわりに 

令和７年度大学入学共通テスト（以下、共通テスト）から情報Ｉが課されることと

なり、今年度入学生からは、受験に向けた指導も必要になってくる。今回のウェブ教

材の活用が、共通テスト対策としてどこまで対応できるかは未だ不明な部分が多い

が、今後もこのウェブ教材に慣れさせ、生徒が自主的に学習することができるように

継続した指導を行いたい。 


